
研究課題 ： 地域から学び、デジタル機器を活用した地球に優しい地域から学び、デジタル機器を活用した地球に優しい地域から学び、デジタル機器を活用した地球に優しい地域から学び、デジタル機器を活用した地球に優しいものものものものづくりへの挑戦づくりへの挑戦づくりへの挑戦づくりへの挑戦 ～環境・エネルギー学習や技能士の育成を通して～～環境・エネルギー学習や技能士の育成を通して～～環境・エネルギー学習や技能士の育成を通して～～環境・エネルギー学習や技能士の育成を通して～

目 的 ：長い間、この日本で培われた「ものづくり」の伝統や技能・技術を生徒自身に確実に身につけさせ、それを積極的に応用させる。この時、地球環境への負担を減

らすことが、大切であることを意識させる。また、地域企業のｽﾍﾟｼｬﾘｽﾄから基本を学び、2級(旋盤・ﾏｼﾆﾝｸﾞｾﾝﾀ・検査・保全)の技能検定やJIS溶接検定に挑戦させる。

手法 ・活動 ・教材Ａ 現 状

１ 瀬戸内海のｽﾅﾒﾘの生態を調査する

Ｂ 活動後の状況
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１ ものづくりに対する興味・関心の低下。

２ 地球環境に優しくしようとする意識が
低い。

１ ものづくりに対する興味・関心が
高くなり、「よしやってみよう」とい
う挑戦する心が育成できる。

３ 太陽熱利用ｽﾀｰﾘﾝｸﾞｴﾝｼﾞﾝの設計試作

D 当面の課題

４ 2級技能・ JIS溶接検定用の教材製作

２ ｽﾅﾒﾘ型ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ船を製作し、実験する

５ 地域企業のｽﾍﾟｼｬﾘｽﾄから技を学ぶ

C 普及の方法

低い。

３ 部活動や資格取得等をﾓﾁﾍﾞｰｼｮﾝに
指導を行っているが、基礎学力は十分
とはいえない状況である。

４ 2級技能検定やJIS溶接検定に挑戦
させたいが、教材や実技指導するた
めの設備・備品が不足している。

５ 教職員は製造現場から離れている
ため、現場における最先端の技能・
技術に十分精通していない。

２ 生徒達がお互いにアイデアを出し合う
ことで、環境保全に対する意識向上を
図り「生きる力」や「環境に配慮する心」
が育成できる。

３ 地域企業のｽﾍﾟｼｬﾘｽﾄから技能・技術
を学ぶことで、 2級(旋盤・ﾏｼﾆﾝｸﾞｾﾝﾀ・
検査・保全等)の技能検定やJIS溶接
検定に挑戦し、合格することができる。
また、生徒のものづくりへの意欲を
高めることができる。

生徒に授業の実習と座学を大切にさせ、課外を充実
させることで、資格取得に結びつける。

2級(旋盤・ﾏｼﾆﾝｸﾞｾﾝﾀ・検査・保全等)の技能検定やJIS溶接検定に挑戦できる学習環境を構築する。
ｽﾅﾒﾘ型ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ船の製作と実験ができる学習環境の構築。太陽熱を利用できるｿｰﾗｰﾃﾞｨｯｼｭの製作。


